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は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
の
各
地
で
大
き
な
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。

そ
の
被
害
は
人
や
住
居
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
生
活
に
関
係
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
地
域

に
伝
わ
る
文
化
財
に
も
及
ん
で
い
る
。
被
災
し
た
文
化
財
（
以
下
、
被
災
文
化
財
）
の
救

出
・
保
全
活
動
は
、
歴
史
研
究
者
や
博
物
館
学
芸
員
、
図
書
館
司
書
、
と
き
に
は
地
域
住

民
（
以
下
、
非
技
術
者
）
も
一
緒
に
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
救
出
・
保
全
活
動
は
大
き

く
、
前
半
の
緊
急
対
処
（
被
災
文
化
財
の
救
出
、
安
定
処
置
）
と
後
半
の
平
常
対
処
（
手

当
て
、
保
存
修
理
、
管
理
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
緊
急
対
処
の
出
来

が
、
そ
の
後
の
平
常
対
処
の
方
法
や
技
術
処
置
、
考
え
方
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
く
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
論
文
、
報
告
書
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
博
物
館
展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
報
告
、
公
開
さ
れ
て
い
る（

１
）。

緊
急
対
処
後
（
緊
急
対
処
を
と
れ
な
か
っ
た
文
化
財
も
含
む
）
の
本
格
的
な
保
存
修
理

は
、
専
門
的
な
技
術
や
知
識
の
必
要
性
か
ら
技
術
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
依
頼
す
る
側
に
平
常
対
処
に
関
す
る
知
識
が
乏
し
い
た
め
、
そ
の
後
の
計
画
が
立
て

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
技
術
者
や
予
算
の
確
保
が
で
き
な
い
た
め
、
保
存
修
理
ま
で
行
き
着

か
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
被
災
文
化
財
の
量
が
膨
大
で
技
術
者
だ
け
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
面
も
あ
り
、
非
技
術
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め

の
新
た
な
技
術
開
発
、
処
置
方
法
の
普
及
な
ど
、
課
題
が
多
い
状
況
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
被
災
文
化
財
修
理
に
つ
い
て
一
定
の
経
験
を
経

た
修
理
技
術
者
の
視
点
か
ら
新
た
な
試
み
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
（
高
橋
が
第
二
章
、

山
口
が
そ
れ
以
外
の
章
を
分
担
）。

　
　

一　

固
着
文
書
の
開
披
方
法

文
化
財
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
災
害
は
、
地
震
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
津
波
、
台
風
や

豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
紙
素
材
の
文
化
財
は
水
損
し
て
乾
燥
す
る

と
、
紙
同
士
（
頁
同
士
）
が
接
着
し
た
よ
う
に
固
着
し
て
開
け
な
く
な
る
現
象
が
起
き
る

こ
と
が
あ
る
（
以
下
、
固
着
文
書
）。
固
着
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
判
然
と
し
な
い
が
、
水

の
影
響
に
よ
る
水
素
結
合
が
一
番
の
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
カ
ビ
や
バ

ク
テ
リ
ア
の
影
響
、
害
虫
の
糞
や
分
泌
物
、
紙
の
表
面
に
加
工
さ
れ
た
塗
工
材
や
墨
の
膠

分
や
修
理
に
際
し
使
用
さ
れ
た
接
着
剤
な
ど
の
溶
出
・
再
固
着
も
そ
の
原
因
と
い
わ
れ
て

い
る
。
今
回
対
象
と
し
て
い
る
史
料
群
の
場
合
は
、
水
素
結
合
も
し
く
は
カ
ビ
・
バ
ク
テ

リ
ア
の
影
響
と
推
測
さ
れ
る
。

固
着
文
書
の
開
披
方
法
は
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
や
ヘ
ラ
、
手
を
使
っ
て
、
乾
い
た
状
態
で
開

い
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
こ
の
方
法
で
展
開
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
次
の
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
、
水
や
ぬ
る
ま
湯
（
40
℃
前
後
）
に
浸
け
る
、
蒸
気
に
あ
て
る
、
凍
結
乾

燥
、
真
空
凍
結
乾
燥
と
い
っ
た
方
法
に
進
む
。
そ
の
な
か
で
、
東
日
本
大
震
災
以
降
に
よ

く
利
用
さ
れ
た
真
空
凍
結
乾
燥
は
、
一
度
に
多
く
の
固
着
文
書
を
高
確
率
で
開
披
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
処
置
し
た
す
べ
て
が
開
け
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
固
着
文
書
へ
の
対
処
方
法
は
被
災
文
化
財
の
中
で
も
い
ま
だ
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
近
年
、
固
着
文
書
の
開
披
方
法
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
の
方
法
は
固
着
文
書
を
灰
汁（

２
）に

浸
け
て
開
披
す
る
手
法
で
、
研
究
を
重
ね
た
富
川

敦
子
氏
は
、
和
紙
の
製
造
工
程
の
煮
熟
に
用
い
る
灰
汁
の
主
成
分
で
あ
る
炭
酸
カ
リ
ウ
ム

（
ア
ル
カ
リ
性
）
が
繊
維
を
軟
化
さ
せ
る
こ
と
に
着
目
し
、
ま
ず
、
虫
糞
で
固
着
し
た
文

書
を
軟
化
・
溶
解
さ
せ
る
方
法
と
し
て
そ
の
効
果
を
示
し
た
。
続
い
て
、
灰
汁
の
防
腐
・

洗
浄
効
果
に
注
目
し
、
剥
離
・
洗
浄
・
消
毒
目
的
で
固
着
し
た
文
書
に
使
用
し
、
そ
の
効

力
を
確
認
し
た（

３
）。

そ
れ
を
受
け
て
、
木
川
り
か
氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
灰
汁
の
成
分
分
析

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
成
分
が
効
果
的
な
膨
潤
と
固
着
の
解
消
、
洗
浄
に
寄
与
し
て
い
る

か
調
査
を
行
い
、
加
え
て
、
灰
汁
へ
の
浸
漬
前
後
に
お
け
る
紙
の
強
度
残
存
率
等
を
測
定

し
た（

４
）。

史
料
紹
介
と
研
究

山 
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被
災
固
着
文
書
の
開
披
法
試
論　

　

―
宇
波
西
神
社
文
書
を
題
材
に
し
て
―
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前
述
し
た
水
や
ぬ
る
ま
湯
に
よ
る
開
披
方
法
で
は
、
紙
本
体
が
そ
の
形
状
を
保
て
ず
グ

ズ
グ
ズ
に
溶
け
、
紙
そ
の
も
の
が
扱
い
に
く
く
な
る
ほ
か
、
こ
の
方
法
で
開
披
で
き
る
確

率
は
一
定
で
は
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
灰
汁
を
用
い
る
方
法
は
、
開
披
が
可
能
に
な
る

文
書
が
多
く
、
真
空
凍
結
乾
燥
の
よ
う
な
機
械
が
不
必
要
に
な
る
点
に
お
い
て
も
有
効
な

手
段
と
い
え
る
。
し
か
し
、
灰
汁
は
灰
を
水
に
つ
け
て
沈
殿
さ
せ
た
上
澄
み
を
使
う
た

め
、
そ
れ
を
得
る
に
は
多
少
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、
灰
の
種
類
（
植
物
の
種
類
）
の
違

い
に
よ
っ
て
ア
ル
カ
リ
濃
度
が
一
定
し
な
い
こ
と
や
、
上
澄
み
の
汲
み
方
に
よ
っ
て
は
、

灰
色
が
混
ざ
っ
て
文
書
を
着
色
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
憂
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
は
先
行
研
究（

５
）に

学
び
な
が
ら
、
灰
汁
と
同
成
分
で
あ
り
、
現
在
は
染
色
の
媒
染
剤

（
助
剤
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
粉
末
状
の
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
で
作
成
し
た
水
溶
液
で
固

着
文
書
の
開
披
を
試
み
た
報
告
で
あ
る
。
こ
の
水
溶
液
で
あ
れ
ば
作
成
・
管
理
が
容
易
な

う
え
に
、
灰
色
の
着
色
を
気
に
し
な
く
て
よ
い
利
点
が
あ
り
、
緊
急
対
処
に
非
技
術
者
が

関
与
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
現
状
に
も
適
し
た
方
法
と
考
え
る
。
本
実
験
の
対
象
史
料

と
し
て
は
一
九
九
九
年
に
水
害
に
遭
い
、
本
所
で
修
理
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
福
井

県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
の
宇う

波わ

西せ

神
社
文
書
中
の
固
着
文
書
（
全
て
和
紙
）
を
選
択
し
た
。

な
お
、
こ
の
作
業
は
通
常
の
修
理
作
業
と
区
別
し
、
災
害
な
ど
で
文
書
が
固
着
し
て
従

来
の
処
置
で
は
対
処
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
特
殊
な
対
応
で
あ
る
こ

と
を
予
め
断
っ
て
お
く（

６
）。

ま
た
、
本
実
験
は
、
真
空
凍
結
乾
燥
処
置
を
経
て
も
開
披
で
き

な
か
っ
た
史
料
を
対
象
と
す
る
の
で
、
開
披
が
可
能
か
不
可
能
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
所
見
は
作
業
者
の
感
覚
的
な
部
分
に
寄

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
科
学
的
な
分
析
・
見
解
を
出
す
準
備
は
し
て
い
な
い
こ
と
も
付
け

加
え
て
お
く
。

　
　

二　

 

修
理
の
経
緯

本
史
料
群
を
伝
え
る
宇
波
西
神
社（

７
）は

、
若
狭
国
三
方
郡
耳み

み

西さ
い

郷
内
（
現
福
井
県
三
方
上

中
郡
若
狭
町
気
山
）、
三
方
五
湖
の
ほ
と
り
に
在
り
、
古
く
は
上
瀬
宮
と
表
記
さ
れ
て
い

た
。
十
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
神
名
帳
で
は
、
名
神
大
社
の
格
を
有
し
、
月
次

祭
・
新
嘗
祭
に
は
朝
廷
よ
り
奉
幣
を
う
け
る
な
ど
の
由
緒
を
有
し
て
い
る
。

宇
波
西
神
社
文
書
は
、
こ
の
神
社
の
宮
司
須
磨
家
に
所
蔵
保
管
さ
れ
て
き
た
文
書
で
、

南
北
朝
時
代
の
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
の
年
号
を
も
つ
も
の
か
ら
大
正
時
代
に
至
る
ま

で
、
江
戸
時
代
を
中
心
と
す
る
総
数
900
点
を
超
え
る
規
模
の
文
書
群
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
宇
波
西
神
社
の
由
緒
、
補
任
、
経
営
、
造
営
、
遷
宮
、
神
事
祭
礼
、
紛
争
や
社
領
を

含
む
土
地
関
係
史
料
な
ど
で
あ
り
、
地
域
の
村
・
浦
の
様
相
を
も
伝
え
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
な
か
で
も
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
か
ら
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
至
る

ま
で
、
当
神
社
の
祭
礼
に
お
け
る
田
楽
頭
役
を
定
め
た
差
文
の
集
成
が
伝
存
し
て
い
る
こ

と
は
貴
重
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
八
月
、
福
井
県
を
襲
っ
た
豪
雨
に
よ
る
床
上
浸
水
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
文

書
を
収
め
た
簞
笥
最
下
段
の
引
き
出
し
中
の
文
書
が
浸
水
の
被
害
を
う
け
た
。
こ
の
被
災

文
書
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
資
料
館
に
お
い
て
燻
蒸
処
理
が
施
さ
れ
た
も
の
の
、
緊
急
に

開
披
す
る
な
ど
の
処
置
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
乾
燥
し
て
文
書
同
士
が
固
着
し
て
し
ま
う

現
象
が
生
じ
て
い
た
【
写
真
１
】。
そ
の
当
時
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を

経
験
し
、
ま
た
集
中
豪
雨
の
被
害
な
ど
が
増
加
し
て
き
て
は
い
た
が
、
水
損
文
書
の
処
理

方
法
の
普
及
と
そ
の
担
い
手
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
広
く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
秋
、
史
料
編
纂
所
で
は
、
福
井
方
面
採
訪
に
お
い
て
、
宇
波
西
神
社
を
訪

問
し
た
際
、
同
文
書
の
一
部
の
被
災
状
況
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
関
係
方
面

の
意
見
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
、
宮
司
須
磨
悌
氏
の
決
断
を
い
た
だ
い
て
、
本
所
技
術
部
修

理
室
で
の
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

被
災
文
書
引
き
受
け
の
後
、
比
較
的
容
易
に
開
披
で
き
る
文
書
に
つ
い
て
は
開
披
修
理

を
始
め
た
が
、
固
く
し
ま
っ
て
固
化
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
文
書
同
士
の
結
合

を
緩
め
る
た
め
に
、
二
〇
一
一
年
二
・
三
月
、
九
州
国
立
博
物
館
（
以
下
、
九
博
）
の

研
究
協
力
を
得
て
同
館
の
施
設
を
使
用
し
、
真
空
凍
結
乾
燥
処
置
を
実
施
し
た
。
九
博

で
は
、
今
津
節
生
氏
（
博
物
館
科
学
課
環
境
保
全
室
長
、
当
時
）、
藤
田
励
夫
氏
（
同
課

保
存
修
理
室
長
、
当
時
）、
村
田
忠
繁
氏
（
元
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
・
元
博
物
館
研
究

員
）
の
協
力
を
仰
い
だ
。

こ
の
真
空
凍
結
乾
燥
処
置
後
、
史
料
編
纂
所
に
お
い
て
開
披
処
置
を
行
っ
た
。
開
披
後
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の
状
態
の
良
い
も
の
は
、
そ
れ
以
上
の
処
理
は
行
わ
ず
現
状
保
管
し
、
料
紙
の
状
態
の
良

く
な
い
も
の
は
裏
打
ち
処
置
を
施
し
た
。
こ
う
し
た
裏
打
ち
作
業
は
二
〇
一
五
年
に
終
了

し
た
。
現
在
、
修
理
文
書
の
目
録
を
作
成
中
で
あ
る
が
、
点
数
は
お
よ
そ
280
点
ほ
ど
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
真
空
凍
結
乾
燥
処
置
を
経
て
も
開
披
で
き
な
い
文
書
が
一
部

残
さ
れ
た
。

　
　

三　

 

炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
に
よ
る
開
披
作
業

そ
の
後
、
な
お
開
披
で
き
な
か
っ
た
固
着
文
書
に
つ
い
て
、
以
下
に
記
す
新
た
な
方
法

で
、
本
所
に
て
開
披
作
業
を
試
み
た
。

１　

手
順
【
写
真
２
】

試
液
と
し
て
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度（

８
）（

以
下
、pH

）
を
10
と
7.5
に
調

整
し
た
水
溶
液
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
浄
水
（pH

 5.9

）
の
３
種
類
を
用
意
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
５
分
間
と
10
分
間
の
含
浸
作
業
（
計
６
パ
タ
ー
ン
）
を
行
っ
た
。
数
種

類
の
パ
タ
ー
ン
を
用
意
し
た
理
由
は
、pH

と
含
浸
時
間
の
違
い
が
開
披
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
、
比
較
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
のpH

値
を
選
択
し
た
理
由
は
、
酸
化
し
た
セ
ル
ロ
ー
ス
は
ア
ル
カ
リ
性
の
環
境
下

で
は
「
ア
ル
カ
リ
分
解
」
の
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、pH

は
最
大
９
〜
10
に
と
ど
め
る
ほ

う
が
よ
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
富
川
敦
子
氏
ら
が
実
験
的
にpH

13

で
行
っ
た
処
理
で

は
、
退
色
や
経
年
劣
化
で
焼
け
た
紙
の
色
が
若
干
変
化
し
た
こ
と（

９
）を

ふ
ま
え
た
も
の
で
あ

る
。
本
実
験
で
は
最
大
値
と
し
てpH

10

を
選
び
、
そ
れ
と
の
比
較
と
し
て
中
性
に
近
い

値
のpH

7.5

を
選
択
し
た
。
ま
た
、
水
溶
液
や
水
に
浸
け
て
い
る
時
間
が
長
い
と
文
書
が

う
け
る
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
作
業
者
の
経
験
値
か
ら
、

含
浸
時
間
は
５
分
と
10
分
に
定
め
た
。

手
順
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
の
作
業
手
順
の
み
示
す
）

　

① 
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
調
製
：
浄
水
（T

O
T
O
 T

H
634

－2

）
にpH

が
10
お
よ

び
7.5
に
な
る
よ
う
に
粉
末
状
の
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
を
混
ぜ
て
水
溶
液
を
作
成
し
た
。

　

② 

水
溶
液
へ
の
含
浸
：
専
用
の
容
器
に
①
で
作
成
し
た
水
溶
液
を
入
れ
、
固
着
文
書
を

５
分
も
し
く
は
10
分
間
含
浸
さ
せ
た
。

写真１　被災して固着した文書

粉
状
化

粉
状
化



画像史料解析センター通信

5

③－

ａ　

開
披
作
業

含
浸
前

②－

ｂ　

含
浸
後

②－

ａ　

水
溶
液
へ
含
浸
中

写真２　作業工程
③－b　開披完了 ⑥仕立て
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③ 

開
披
作
業
：
固
着
文
書
を
水
溶
液
か
ら
取
り
出
し
、
水
を
切
っ
て
、
さ
ら
に
余
分
な

水
分
を
紙
ワ
イ
パ
ー
の
ケ
イ
ド
ラ
イ
や
タ
オ
ル
で
吸
水
さ
せ
た
後
、
不
織
布
（
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
）
の
上
に
置
い
て
開
い
て
い
く
。
破
損
が
ひ
ど
い
場
合
や
扱
い
に
く
い
場

合
は
、
不
織
布
や
和
紙
を
本
紙
に
貼
り
付
け
て
引
き
剥
が
す
（
引
っ
張
る
）
か
た
ち

で
開
披
し
て
い
く
。

　

④ 

洗
浄
：
開
披
後
は
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
を
除
去
す
る
た
め
、
浄
水
の
入
っ
た
ス
プ
レ
ー
を

用
い
て
文
書
が
水
に
浸
る
く
ら
い
噴
霧
し
、
そ
の
下
に
置
い
た
吸
取
紙
に
吸
い
取
ら

せ
た
（
一
部
無
洗
浄
）。
こ
れ
を
４
回
程
度
繰
り
返
し
た
。

　

⑤
乾
燥
：
毛
氈
上
に
干
す
方
法
や
押
し
（
プ
レ
ス
）
に
よ
る
乾
燥
処
置
を
行
っ
た
。

　

⑥ 

処
置
：
破
損
や
劣
化
に
よ
る
損
傷
が
あ
る
た
め
薄
美
濃
紙
（
2.2
匁
前
後
）
で
裏
打
ち

を
施
し
た
。
裏
打
ち
後
は
仮
張
り
に
一
週
間
ほ
ど
張
り
込
み
、
そ
の
後
仮
張
り
か
ら

外
し
、
本
紙
周
囲
の
余
分
な
裏
打
ち
紙
を
裁
断
し
て
全
体
を
整
え
た
。

２　

結
果

前
述
し
た
通
り
、
本
稿
は
開
披
可
能
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

pH

と
含
浸
時
間
の
違
い
に
着
目
し
て
実
験
を
試
み
た
結
果
を
【
表
】
に
示
す
。

本
実
験
は
10
点
の
文
書
を
対
象
史
料
群
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
び
処
置
を
し
た
。【
表
】

に
は
、
パ
タ
ー
ン
ご
と
に
分
け
て
表
記
し
た
。
す
な
わ
ち
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ムpH

10

、
含

浸
時
間
10
分
を
Ａ
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ムpH

10

、
含
浸
時
間
５
分
を
Ｂ
（
１
〜
２
）、
炭
酸
カ

リ
ウ
ムpH

7.5

、
含
浸
時
間
10
分
を
Ｃ
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ムpH

7.5

、
含
浸
時
間
５
分
を
Ｄ
、

浄
水
（pH

5.9

）
含
浸
時
間
10
分
を
Ｅ
（
１
〜
２
）、
浄
水
（pH

5.9

）
含
浸
時
間
５
分
を

Ｆ
（
１
〜
３
）
と
分
類
し
た
。

開
披
に
関
し
て
は
ど
の
パ
タ
ー
ン
で
も
可
能
と
い
う
実
験
の
結
果
が
で
た
。
た
だ
し
、

開
き
や
す
さ
に
は
違
い
が
現
れ
、pH

10

〉pH
7.5

〉
浄
水
、
と
い
う
順
に
そ
の
差
が
み

ら
れ
た
。

含
浸
時
間
の
違
い
で
は
開
き
や
す
さ
に
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
が
、
紙
の
形
状
維
持
と

い
う
点
で
は
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
の
含
浸
時
間
の
短
い
ほ
う
（
５
分
）
が
そ
れ
を
保
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。
つ
ま
り
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
で
あ
っ
て
も
長
時
間
水
溶
液
に
浸

け
て
お
く
こ
と
は
繊
維
の
水
素
結
合
が
解
け
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

番号 試液
（水素イオン濃度）

含浸
時間 水温 作業日 所見 備考

A 炭酸カリウム
（pH10） 10分 18℃ 2021/6/3 開披可能。紙の形状維持ができて開披

しやすい。
洗浄はスプレーによる吸取紙への吸着
方式。乾燥後、薄美濃紙にて裏打ち。

B－1 炭酸カリウム
（pH10） ５分 19℃ 2021/6/14 開披可能。10分の含浸よりは紙の形状

維持ができている。
洗浄はスプレーによる吸取紙への吸着
方式。乾燥後、薄美濃紙にて裏打ち。

B－2 炭酸カリウム
（pH10） ５分 16℃ 2021/12/2 開披可能。含浸するとヌメリ感がある。

紙の形状維持ができて開披しやすい。
洗浄は無し。乾燥後、薄美濃紙にて裏
打ち。

C 炭酸カリウム
（pH7.5） 10分 17℃ 2021/11/5

開披可能。折り目の部分のみ固着して
いる。紙の形状維持ができて開披しや
すい。

洗浄は無し。乾燥後、薄美濃紙にて裏
打ち。

D 炭酸カリウム
（pH7.5） ５分 17℃ 2021/11/5 開披可能。本紙全体が固着しており、

干乾びた状態であった。
洗浄は無し。乾燥後、薄美濃紙にて裏
打ち。

E－1 浄水
（pH5.9） 10分 19℃ 2021/10/8

開披可能。部分的に水が浸透しなかっ
た箇所は固着したままだった。紙がグ
ズグズになって形状維持ができず作業
しずらい。

洗浄はスプレーによる吸取紙への吸着
方式。乾燥後、薄美濃紙にて裏打ち。

E－2 浄水
（pH5.9） 10分 19℃ 2021/10/8 開披可能。紙がグズグズになって形状

維持ができず作業しずらい。
洗浄はスプレーによる吸取紙への吸着
方式。乾燥後、薄美濃紙にて裏打ち。

F－1 浄水
（pH5.9） ５分 19℃ 2021/10/8

開披可能。折り目の部分のみ固着して
いる。紙がグズグズになって形状維持
ができず作業しずらい。

洗浄はスプレーによる吸取紙への吸着
方式。乾燥後、薄美濃紙にて裏打ち。

F－2 浄水
（pH5.9） ５分 17℃ 2021/11/5

開披可能。折り目の部分のみ固着して
いる。紙がグズグズになって形状維持
ができず作業しずらい。

洗浄は無し。乾燥後、薄美濃紙にて裏
打ち。

F－3 浄水
（pH5.9） ５分 16℃ 2021/12/2 開披可能。紙がグズグズになって形状

維持ができず作業しずらい。
洗浄は無し。乾燥後、薄美濃紙にて裏
打ち。

表　処置結果
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水
温
は
実
験
日
時
に
よ
り
違
い
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
そ
の
差
は
３
℃
以
内
で
あ
り
作
業

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
実
験
の
主
目
的
で
あ
る
開
披
の
可
不
可
に
加
え
て
、
知
見
と
し
て
浄
水
と
炭
酸
カ
リ

ウ
ム
水
溶
液
と
で
は
、
紙
の
形
状
維
持
に
差
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

３　

考
察

本
実
験
の
前
提
条
件
と
し
て
、
本
史
料
群
全
て
に
真
空
凍
結
乾
燥
処
置
を
し
て
い
る
こ

と
、
文
書
に
よ
っ
て
固
着
の
状
態
が
違
う
こ
と
（
一
枚
も
の
で
折
り
畳
ま
れ
て
い
る
も
の

に
多
い
症
状
で
、
全
体
、
も
し
く
は
折
り
目
部
分
の
み
固
着
し
て
い
る
状
態
）
を
考
慮
し

つ
つ
、
実
験
結
果
を
ふ
ま
え
て
全
体
を
考
察
す
る
。

・
対
象
と
し
た
固
着
文
書
は
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
で
も
浄
水
で
も
開
披
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・  

し
か
し
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
と
浄
水
と
の
違
い
は
明
確
に
あ
ら
わ
れ
た
。【
表
】
の
Ａ
・

Ｂ

１
・
Ｂ

２
・
Ｃ
・
Ｄ
は
紙
の
形
状
を
維
持
し
て
い
る
た
め
作
業
が
し
や
す

く
、
Ｅ

１
・
Ｅ

２
・
Ｆ

１
・
Ｆ

２
・
Ｆ

３
は
紙
繊
維
の
水
素
結
合
が
解

れ
て
、
紙
の
形
状
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、
料
紙
（
繊
維
）
を
持
ち
上
げ
る
と
繊
維

が
絡
み
合
っ
て
団
子
状
に
な
っ
た
り
、
ち
ぎ
れ
や
す
く
な
っ
た
り
し
て
扱
い
に
く
か

っ
た
。
こ
の
違
い
に
関
す
る
科
学
的
な
見
解
は
説
明
で
き
な
い
も
の
の
、
富
川
氏
の

指
摘
を
は
じ
め
、
本
方
法
で
固
着
文
書
の
処
置
を
行
っ
て
い
る
作
業
者
か
ら
も
同
様

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る）

10
（

。

・  pH

の
違
い
で
の
開
披
の
し
や
す
さ
に
違
い
が
で
た
。
若
干
、pH

10
の
ほ
う
が
剥

が
し
や
す
か
っ
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、「
ア
ル
カ
リ
分
解
」
の
リ
ス
ク
を
考
え
る

と
、
濃
度
はpH

10

以
下
の
中
で
慎
重
に
選
択
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・  

水
溶
液
へ
の
含
浸
時
間
に
つ
い
て
は
、
開
披
に
は
含
浸
時
間
が
影
響
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
水
溶
液
が
文
書
内
部
ま
で
浸
透
し
て
い
る
か
否
か
が
重
要
で
、
全
体
に
浸
透

し
て
い
れ
ば
短
時
間
の
含
浸
で
も
開
披
は
可
能
で
あ
っ
た
。
長
時
間
か
け
て
も
浸
透

し
な
け
れ
ば
開
披
は
難
し
く
な
る
。
全
体
に
水
分
が
含
浸
し
て
も
白
く
な
っ
て
い
る

部
分
は
水
が
浸
透
し
て
い
な
い
箇
所
で
、
そ
の
部
分
は
開
け
ず
に
塊
と
な
っ
て
遺
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

・  

浄
水
で
も
史
料
の
洗
浄
効
果
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
洗

浄
率
は
高
い
と
い
え
る）

11
（

。

・  

固
着
文
書
の
中
で
破
片
化
や
粉
状
化
し
て
い
る
文
書
は
、
処
置
を
施
さ
な
い
段
階
で

は
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
触
る
だ
け
で
崩
れ
て
し
て
し
ま
い
【
写
真
１ 

粉
状
化
】、
炭
酸
カ

リ
ウ
ム
処
置
で
あ
っ
て
も
す
で
に
繊
維
崩
壊
（
触
っ
た
だ
け
で
ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ

る
）
が
起
き
て
お
り
、
こ
の
処
置
の
効
果
が
発
揮
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
は
別
の
手

法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
将
来
、
そ
の
よ
う
な
状
態
の
文
書
で
も
展
開
で
き
る
技

術
が
開
発
さ
れ
る
可
能
性
に
期
待
し
て
現
状
保
存
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

お
わ
り
に

本
実
験
で
は
10
点
ほ
ど
の
固
着
文
書
の
展
開
を
試
み
た
。
実
験
数
は
少
な
い
も
の
の
、

炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
用
い
た
開
披
方
法
の
有
効
性
は
確
認
で
き
た
と
考
え
る
。

本
実
験
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
成
果
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・  

浄
水
に
比
べ
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
用
い
た
ほ
う
が
紙
の
形
状
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
、
開
披
し
や
す
い
。

・  

全
体
に
水
溶
液
が
浸
透
す
れ
ば
、
含
浸
時
間
は
関
係
な
く
開
披
は
可
能
で
あ
る
。

・  

炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
に
も
洗
浄
効
果
が
あ
る
。

・  

水
溶
液
に
含
浸
さ
せ
る
た
め
彩
色
史
料
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

・  

す
で
に
繊
維
崩
壊
し
て
い
る
文
書
は
、
た
と
え
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
で
軟
化
し
開
披
可
能

だ
っ
た
と
し
て
も
、
状
態
の
良
い
か
た
ち
で
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
回
、
真
空
凍
結
乾
燥
処
置
で
開
披
で
き
な
か
っ
た
史
料
の
開
披
の
可
不
可
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
想
し
た
浄
水
と
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
と
の
違
い
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た）

12
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
を
用
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
紙
の
形
状
を
よ
り
良
い
状

態
で
維
持
し
な
が
ら
開
披
作
業
が
実
施
で
き
る
点
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な

成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
で
あ
っ
て
も
、
粉
状
化
文
書
に
つ
い
て
は
、
浄
水

や
ぬ
る
ま
湯
を
用
い
た
方
法
と
同
様
に
、
触
れ
た
だ
け
で
文
書
そ
の
も
の
が
粉
々
に
な
っ

て
し
ま
う
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
状
態
の
も
の
は
作
業
を
回
避
し
た
ほ
う

が
よ
い
。
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本
史
料
群
に
は
無
か
っ
た
が
、
固
着
文
書
の
中
に
は
彩
色
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
滲
み
や
色
落
ち
の
恐
れ
、
難
し
さ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
従
来
の
水
を
使

用
す
る
処
置
も
行
わ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
今
後
、
そ
れ
に
対
す
る
処
置
方
法
も
（
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
蒸
気
に
よ
る
加
湿

法
な
ど
）
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

加
え
て
、
被
災
文
書
や
固
着
文
書
は
数
が
多
く
、
技
術
者
だ
け
で
ま
か
な
う
に
は
困
難

と
い
え
、
対
処
す
る
に
は
非
技
術
者
の
積
極
的
な
協
力
が
必
要
不
可
欠
と
い
え
る
。
そ
の

よ
う
な
立
場
の
方
で
も
作
業
が
可
能
な
方
法
を
確
立
し
、
精
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

註（
１
）
主
な
も
の
と
し
て
、
山
口
悟
史
「
気
仙
沼
大
島
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
被
災
資
料
の
保
全

活
動
（
二
）
―
安
定
化
処
置
―
」（『
古
文
書
研
究
』
七
八
、
二
〇
一
四
年
）、
津
波
に
よ
り
被
災

し
た
文
化
財
の
保
存
修
復
技
術
の
構
築
と
専
門
機
関
の
連
携
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

委
員
会
編
『
安
定
化
処
理
』（
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
文
化
財
の
保
存
修
復
技
術
の
構
築
と
専
門

機
関
の
連
携
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
）、
松
下
正
和
・
河
野
未

央
『
水
損
史
料
を
救
う
―
風
水
害
か
ら
の
歴
史
資
料
保
全
―
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
特
別
企
画
展
「
災
害
と
歴
史
遺
産
」（
二
〇
一
五
年
）、
文
化
財
防
災
セ

ン
タ
ーH

P

（ch-drm
.nich.go.jp

）
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
全
国
で
発
足
し
て
い
る
資
料
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
主
に
水
損
文
書
の
対
処
法
を
伝
授
し
て
い
る
。

（
２
）
灰
汁
と
は
、
草
木
灰
を
水
に
浸
し
て
で
き
た
上
澄
み
の
こ
と
。
ア
ル
カ
リ
性
で
主
成
分
は
炭

酸
カ
リ
ウ
ム
。
天
然
系
の
染
色
の
媒
染
剤
（
定
着
剤
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
３
）
富
川
敦
子
「
虫
食
文
書
の
虫
フ
ン
軟
化
・
融
解
に
よ
る
頁
剥
離
」（
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第

三
八
回
大
会
要
旨
集
、
二
〇
一
六
年
）、
富
川
敦
子
・
久
保
憲
司
「
水
害
被
災
後
時
間
の
経
過
に

よ
り
板
状
に
固
着
し
た
文
書
の
灰
汁
を
利
用
し
た
修
理
に
つ
い
て
」（『
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

研
究
紀
要
』
一
四
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
４
）
木
川
り
か
・
富
川
敦
子
・
久
保
憲
司
ほ
か
「
灰
汁
を
利
用
し
た
固
着
被
災
文
書
等
の
修
復
処

置
：
灰
汁
の
有
効
成
分
の
検
討
と
酸
性
紙
・
和
紙
へ
及
ぼ
す
影
響
の
調
査
」（『
文
化
財
保
存
修

復
学
会
誌
』
六
四
、
二
〇
二
一
年
）。

（
５
）
前
掲
註
３
と
４
。

（
６
）
前
掲
註
４
。
冒
頭
（
２
頁
）
に
「
水
害
な
ど
に
よ
っ
て
著
し
く
汚
損
し
固
着
し
た
文
書
が
大

量
に
あ
る
場
合
の
よ
う
に
、
一
紙
ず
つ
丁
寧
な
処
理
が
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
を
念
頭
に
お
い

て
お
り
、
一
般
的
な
文
書
の
修
理
方
法
と
競
合
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
は
じ
め
に
明
記
し

て
お
く
」
と
あ
る
。
ま
た
、
末
尾
（
19
頁
）
に
も
同
様
の
文
言
を
用
い
て
通
常
の
処
置
と
は
区

別
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
７
）
以
下
、
宇
波
西
神
社
と
同
社
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
『
福
井
県
史
』
通
史
編
２

（
中
世
）・
同
３
（
近
世
１
）・
資
料
編
８
お
よ
び
、「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
の
「
宇
波

西
神
社
文
書
」
を
参
照
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=010-

291385-0

（
８
）
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
１
〜
14
の
数
値
で
表
記
さ
れ
る
。
１
〜
６
は
酸
性
、
７
は
中
性
、
８
〜

14
は
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
。

（
９
）
前
掲
註
４
。
３
頁
。「
ア
ル
カ
リ
分
解
」
と
は
、
酸
化
し
た
セ
ル
ロ
ー
ス
が
、
ア
ル
カ
リ
性
の

環
境
で
は
主
鎖
に
導
入
さ
れ
た
カ
ル
ボ
ニ
ル
基
の
箇
所
で
β－

脱
離
反
応
が
起
き
て
低
分
子
化
す

る
現
象
を
い
う
。

（
10
）
前
掲
註
４
。
14
頁
。
こ
の
方
法
は
東
日
本
大
震
災
や
二
〇
一
九
年
東
日
本
台
風
の
被
災
文
書

に
も
施
さ
れ
、
十
分
な
効
果
を
得
て
い
る
。

（
11
）
洗
浄
効
果
と
し
て
は
、
ぬ
る
ま
湯
が
一
番
洗
浄
力
が
高
く
、
ぬ
る
ま
湯
〉
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
〉

浄
水
と
な
る
。

（
12
）
本
実
験
で
は
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
の
優
位
性
は
示
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
被
災
文
書
を
扱
っ
て
い

る
他
の
作
業
現
場
で
は
、
水
で
は
開
披
で
き
ず
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
を
用
い
る
と
開
披
で
き
る
、

と
い
う
結
果
は
出
て
い
る
。

付
記  

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
宇
波
西
神
社
宮
司 

須
磨
悌
氏
に
は
史
料
の
活
用
に
つ
い
て
快
諾
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

高
橋
敏
子
：
荘
園
絵
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究
員
）


